
要
旨
浅
井
了
意
の
通
俗
仏
書
は
、
仮
名
草
子
で
成
功
を
お
さ
め
た
作
家
が
余
生
の
閑
居
に
著
し
た
駄
作
で
は
な
く
、
寛
文

七
年
刊
の
「
善
悪
因
果
経
直
解
」
に
み
る
諸
版
の
異
同
に
よ
り
、
通
俗
仏
書
に
お
け
る
了
意
は
、
無
名
の
作
家
と
い
う
立
場
に

戻
り
、
新
た
な
分
野
に
向
け
て
人
生
の
再
出
発
を
行
っ
た
鮮
烈
な
行
為
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

浅
井
了
意
の
仏
書
と
そ
の
周
辺
（
三
）

１
版
面
に
見
え
る
作
家
の
立
場
と
決
意
Ｉ

和

田
恭
幸
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浅井了意の仏書とその周辺（三）（和田）

本
稿
は
、
了
意
作
の
通
俗
仏
書
の
内
、
刊
行
第
一
作
に
あ
た
る
『
善
悪
因
果
経
直
解
」
の
書
誌
を
中
心
に
、
寛
文
六
年
以
後
の
浅
井
了

意
の
新
た
な
る
展
開
を
見
て
い
き
た
い
。

異
同
に
こ
そ
、
仮
名
草
子
か
ら
琵

れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
件
の
研
究
会
の
調
査
研
究
の
一
貫
と
し
て
、
私
に
一
つ
一
つ
伝
本
を
、
貴
重
書
の
書
誌
解
題
を
書
く
の
と
同
じ
要
領
で
見
て

歩
く
内
に
、
そ
れ
が
全
く
の
素
人
了
見
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
厚
手
の
繧
色
表
紙
を
か
け
た
、
何
の
変
哲
も
な
い
通
俗
仏
書

に
も
、
そ
れ
な
り
の
問
題
を
提
起
す
る
、
諸
版
の
異
同
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
の
狼
狽
を
隠
さ
ず
結
論
を
急
げ
ば
、
そ
の

異
同
に
こ
そ
、
仮
名
草
子
か
ら
通
俗
仏
書
の
著
作
に
移
行
し
た
時
点
に
お
け
る
、
浅
井
了
意
そ
の
人
の
、
新
た
な
人
生
の
局
面
が
吐
露
さ

今
年
度
よ
り
、
近
世
前
期
文
学
を
対
象
と
す
る
新
し
い
共
同
研
究
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
活
動
は
、
近
世
前
期
小
説
一

般
に
お
け
る
漢
籍
享
受
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
と
個
別
的
事
例
と
し
て
浅
井
了
意
の
諸
作
品
に
重
点
が
お
か
れ
、
基

礎
的
か
つ
包
括
的
な
調
査
研
究
が
推
進
さ
れ
て
い
る
（
科
学
研
究
費
補
助
金
Ａ
ｌ
ｌ
１
１
３
０
１
０
１
５
を
受
け
る
）
。

さ
て
、
浅
井
了
意
の
著
述
活
動
は
、
仮
名
草
子
・
古
典
注
釈
・
通
俗
仏
書
の
三
分
野
に
渡
る
。
こ
の
内
、
仮
名
草
子
に
関
し
て
は
、
衆

知
の
如
く
、
先
学
の
優
れ
た
ご
研
究
の
数
々
が
具
わ
り
、
そ
の
範
晴
に
お
け
る
文
学
史
的
位
置
付
け
も
明
解
に
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
通

俗
仏
書
に
関
し
て
は
、
近
世
文
学
研
究
に
お
い
て
は
概
ね
研
究
対
象
外
の
雑
本
群
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
た
め
、
伝
本
調
査
の
段
階
か

ら
極
め
て
不
明
瞭
な
状
態
に
あ
る
。
か
く
い
う
筆
者
も
ま
た
、
個
々
の
書
誌
な
ど
よ
り
、
ま
ず
内
容
に
問
題
あ
り
と
し
て
、
通
俗
仏
書
と

近
世
前
期
怪
異
小
説
と
の
素
材
の
関
連
に
つ
い
て
、
散
発
的
な
研
究
報
告
を
行
っ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
た
か
が
寛
文
期

の
整
版
の
、
し
か
も
通
俗
仏
書
に
対
し
て
、
正
真
正
銘
の
貴
重
害
に
向
合
う
よ
う
に
す
る
必
要
は
全
く
な
い
、
と
勝
手
な
判
断
を
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

は
じ
め
に
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か
つ
て
、
北
条
秀
雄
氏
は
了
意
の
諸
作
品
に
対
す
る
真
偽
判
定
を
行
い
、
「
善
悪
因
果
経
直
解
」
を
「
確
実
に
了
意
の
作
と
認
め
ら
れ

（
１
）

る
も
の
」
の
範
蠕
に
は
入
れ
ず
、
「
大
体
了
意
の
作
と
認
め
う
る
も
の
」
と
す
る
に
留
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
筆
者
が
旧
稿
に
指
摘
す
る

如
く
、
確
実
に
了
意
の
作
と
認
め
う
る
「
無
量
寿
経
鼓
吹
』
巻
二
十
五
’
十
七
の
割
注
に
「
具
二
予
力
所
述
ノ
善
悪
因
果
経
直
解
井
二
戒

殺
放
生
ノ
文
二
云
力
如
シ
」
と
記
さ
れ
る
の
で
、
確
実
に
了
意
の
著
述
な
り
と
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
を
仏
書
に
お
け
る
著
述
の
第
一
号
と
呼
ば
な
い
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
了
意
の
作
と
記
し
、
か
つ
慶
安

二
年
の
自
身
の
賊
文
を
具
え
る
「
勧
信
義
談
紗
」
（
三
巻
六
冊
）
の
存
在
ゆ
え
で
あ
る
。
「
善
悪
因
果
経
直
解
」
の
具
体
に
入
る
前
に
、
煩

瓊
な
が
ら
「
勧
信
義
談
紗
」
の
問
題
点
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
勧
信
義
談
紗
」
の
伝
本
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
筆
者
が
所
持
す
る
一
本
と
公
に
閲
覧
を
許
可
さ
れ
る
も
の
の
範
囲
で
は
、
宝
暦
十
一

（
２
）

年
刊
本
以
外
見
出
し
得
な
い
図
版
を
参
恩
・
件
の
書
物
の
巻
末
に
付
さ
れ
る
了
意
の
賊
文
は
、
本
文
と
同
じ
字
様
で
記
さ
れ
る
も
の
に
過

ぎ
ず
、
筆
跡
の
徴
証
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
了
意
の
通
俗
仏
書
の
自
序
や
践
文
に
は
、
独
特
の
毎
回
使
用
さ
れ
る
決
ま

解
」

あ
る
。 浅

井
了
意
の
著
述
活
動
は
、
寛
文
六
年
刊
行
の
怪
異
小
説
「
伽
蝉
子
」
を
境
に
、
仮
名
草
子
か
ら
通
俗
仏
書
へ
と
推
移
し
て
い
く
。
か

く
て
、
翌
年
の
寛
文
七
年
、
真
宗
の
仏
書
を
扱
う
害
騨
、
丁
子
屋
西
村
九
郎
右
衛
門
か
ら
、
『
善
悪
因
果
経
直
解
」
六
巻
六
冊
が
刊
行
さ

れ
る
。
こ
れ
が
、
了
意
著
述
の
通
俗
仏
書
の
内
、
は
じ
め
て
刊
行
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
著
述
活
動
に
お
け
る
分
岐
点
を
象
徴
す
る
如
く
、
そ
れ
ま
で
心
血
を
注
い
で
き
た
平
仮
名
絵
入
り
の
草
子
と
は
対
局
の
、
す

（
１
）

べ
て
を
漢
文
で
記
す
、
仏
教
経
典
の
注
釈
書
で
あ
る
。
実
に
、
了
意
作
の
通
俗
仏
書
全
十
五
点
の
内
、
漢
文
の
書
物
は
「
善
悪
因
果
経
直

解
」
一
作
の
み
で
、
平
仮
名
表
記
の
「
勧
信
念
仏
集
」
・
「
父
母
恩
重
経
話
談
抄
』
の
二
作
を
除
け
ば
、
他
は
す
べ
て
漢
字
片
仮
名
文
で

I■■■■■■

、
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浅井了意の仏書とその周辺（三）（和田）
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浅井了意の仏書とその周辺（三）（和田）

○
「
伽
蝉
子
」
巻
三
ｌ
こ

し

こ
ん
や
う

（
は
く
）

（
び
し
よ
く
）
あ
き

人
死
す
れ
ば
魂
は
陽
に
帰
り
、
晩
は
陰
に
か
へ
る
。
形
は
士
と
な
り
、
何
か
残
る
も
の
な
し
。
美
食
に
飽
、
小
袖
着
て
、
妻
子
を
ゆ
た

ら
く

そ
し
い

あ
さ
ぎ
ぬ
え
か
た

こ
き
や
く
し
ん
く

が
き
だ
う

か
に
楽
を
き
は
む
る
は
仏
よ
。
鹿
食
を
だ
に
腹
に
あ
か
ず
、
麻
衣
一
重
だ
に
肩
を
裾
に
、
妻
子
を
沽
却
し
、
辛
苦
す
る
は
餓
鬼
道
よ
◎
人

ふ
し

の
門
に
た
ち
、
声
を
ば
か
り
に
物
を
こ
ふ
て
、
わ
け
（
余
）
を
く
ら
ひ
て
き
た
な
し
と
も
思
は
ず
、
石
を
枕
に
し
草
に
臥
て
、
雪
ふ
れ
ど

あ
か
は
だ
か

と
が

ら
う
ご
く
（
い
れ
）

も
赤
裸
な
る
も
の
は
ち
く
し
や
う
（
畜
生
）
よ
。
科
を
を
か
し
牢
獄
に
入
ら
れ
、
縄
を
か
、
り
、
く
び
を
は
ね
ら
れ
、
身
を
た
め
さ
れ
、

ほ
れ

ひ

ご
く
そ
っ
（
こ
の

骨
を
く
だ
か
れ
、
あ
る
ひ
は
水
ぜ
め
・
火
あ
ぶ
り
．
は
り
つ
け
な
ん
ど
は
ぢ
ご
く
道
な
り
。
こ
れ
を
と
り
あ
つ
か
ふ
も
の
は
獄
卒
よ
。
此

（
３
）

そ
の
一
例
は
、
旧
稿
に
も
頻
繁
に
引
用
す
る
も
の
な
が
ら
、
「
伽
蝉
子
」
巻
三
’
二
「
鬼
谷
に
落
て
鬼
と
な
る
」
と
の
文
言
の
一
致
で

あ
る
。
引
用
文
は
、
主
人
公
の
蜂
屋
孫
太
郎
が
、
仏
教
に
説
く
来
世
の
浄
土
や
地
獄
の
存
在
を
批
判
し
て
、
人
間
は
死
ね
ば
そ
れ
っ
き
り

（
４
）

で
あ
る
、
と
い
う
仏
教
批
判
を
述
べ
た
下
り
で
あ
る
。

す
る
。

り
文
句
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
と
て
あ
ま
り
顕
著
で
は
な
い
。

ゆ
え
に
、
版
本
の
賊
文
ど
お
り
慶
安
二
年
に
成
立
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
底
本
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
写
本
な
り
自
筆
草
稿
な
り
の
賊
末

に
勝
手
に
年
紀
を
加
え
た
の
か
、
は
た
ま
た
賊
文
ま
る
ご
と
提
造
さ
れ
た
も
の
か
、
す
べ
て
の
判
断
は
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な

る
○

次
に
は
、
そ
の
本
文
お
よ
び
内
容
が
問
題
と
な
る
。
「
勧
信
義
談
紗
」
の
諸
伝
本
は
、
先
述
の
如
く
了
意
の
死
（
元
禄
四
年
）
を
遙
か

に
経
過
す
る
宝
暦
十
一
年
刊
本
の
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
た
大
幅
な
校
訂
を
経
る
も
の
か
、
は
た
ま
た
底
本
に
準
拠
し
て
い
る
の
か
、

一
切
知
る
す
べ
は
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
内
容
は
、
同
人
作
の
仮
名
草
子
と
極
め
て
近
似
す
る
点
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
強
い
注
意
を
要
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こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
「
伽
蝉
子
」
の
引
用
部
分
を
、
仏
書
ら
し
い
表
現
に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
或
は
逆
に
「
勧
信
義
談
紗
』
の
記
述

を
仮
名
草
子
ふ
う
に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
な
り
お
お
せ
る
一
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
伽
卿
子
」
の
件
の
一
話
は
、
『
剪
灯
新
話
』
巻
四
「
太
虚
司
法
伝
」
を
典
拠
と
す
る
が
、
引
用
部
分
に
関
し
て
は
該
当
の
行
文
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
了
意
の
改
変
部
分
が
『
勧
信
義
談
紗
』
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、
『
勧
信
義
談
紗
」
の
引
用
部
分
は
、
第
六
冊
の
最
終
丁
か
ら
数
え
て
二
丁
目
に
存
在
す
る
。
最
終
丁
の
ウ
ラ
は
賊
文
と
刊
記
と

を
記
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
た
全
三
巻
六
冊
の
締
め
括
り
に
も
相
当
す
る
、
重
要
な
意
味
合
い
を
有
す
る
行
文
と
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
件
の
内
容
こ
そ
了
意
が
仮
名
草
子
・
通
俗
仏
書
の
双
方
に
お
い
て
、
最
も
得
意
と
す
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
旧
稿

○
『
勧
信
義
談
紗
』
巻
下
末
三
十
三
丁
オ
モ
テ
ー
ゥ
ラ
）

マ
ヅ
、
断
見
ト
イ
フ
ハ
、
人
ヲ
ヨ
ビ
、
モ
ロ
ノ
ー
ノ
生
類
ハ
、
モ
ト
コ
レ
天
地
陰
陽
ノ
ナ
カ
ョ
リ
ム
マ
レ
テ
、
死
ス
レ
バ
未
来
モ
ナ
シ
。

コ
ノ
身
ハ
地
蝿
・
水
艫
悔
・
火
滑
ツ
ミ
・
風
坤
毘
ノ
息
ノ
四
大
ナ
レ
バ
、
．
、
ニ
ト
や
マ
ル
。
マ
タ
神
ノ
イ
デ
テ
ュ
ク
ヲ
ミ
ル
コ
ト
ナ
、
ン
。
ナ

ほ
か
）
外
に
は
す
べ
て
何
も
な
し
。

ン
ゾ
来
生
ア
ラ
ン
。

コ
ノ
世
ニ
テ
富
貴
栄
花
ナ
ル
ハ
極
楽
、
牢
舎
ハ
地
獄
、
乞
食
ハ
餓
鬼
、
人
ニ
ヤ
ト
ハ
レ
重
荷
ヲ
ヲ
フ
モ
ノ
ハ
畜
生
ナ
リ
。
ナ
ド
ト
テ
、

コ
ノ
世
二
三
悪
道
ヲ
タ
テ
、
来
世
ハ
ナ
シ
ト
イ
フ
モ
ノ
、
ミ
ナ
コ
レ
断
見
ノ
外
道
ナ
リ
。

か
ん
な
ぎ
み
こ

し
ん

目
に
も
み
え
ぬ
来
世
の
事
、
ま
こ
と
に
も
あ
ら
ぬ
幽
霊
の
事
、
僧
法
師
・
巫
神
子
の
い
ふ
と
こ
ろ
を
信
ず
る
こ
そ
を
ろ
か
な
れ
と
、

い
ひ
の
餌
し
り
…
（
後
略
）
。
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浅井了意の仏書とその周辺（三）（和田）

○
『
善
悪
因
果
経
直
解
』
全
六
巻

１
、
【
京
大
日
蔵
本
】
京
都
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
（
日
蔵
・
既
刊
．
Ⅲ
）
大
本
六
巻
五
冊
（
揃
）

表
紙
繧
色
原
表
紙
。
寸
法
二
六
・
七
×
一
九
・
一
三
チ
。

装
訂
五
針
袋
綴
装
。
料
紙
楮
紙
。
料
紙
は
他
の
伝
本
よ
り
厚
手
で
張
り
が
あ
り
、
漉
き
む
ら
の
な
い
良
質
な
紙
を
使
用
す
る
。
各
冊

の
綴
じ
分
け
は
、
小
口
書
き
か
ら
判
断
し
て
、
も
と
六
冊
で
あ
っ
た
も
の
を
、
第
二
冊
に
巻
二
・
三
を
合
わ
せ
る
後
代
の
改
装
。

題
篭
「
仏
説
善
悪
因
果
経
直
解
二
（
～
五
と
。
刷
・
原
題
篭
、
双
辺
、
表
紙
左
肩
。
布
目
、
雲
母
引
き
。
第
一
冊
に
「
二
」
を
、

了
意
が
仮
名
草
子
作
家
か
ら
、
本
性
寺
昭
（
照
）
儀
坊
釈
了
意
と
名
の
り
、
歴
と
し
た
僧
侶
と
し
て
の
著
述
活
動
に
転
身
し
た
、
そ
の

第
一
作
は
、
い
か
な
る
体
裁
の
書
物
で
あ
る
の
か
。
以
下
に
そ
の
書
誌
を
記
し
た
い
。
な
お
、
各
番
号
の
下
に
【
】
を
付
し
て
記
す
名

称
は
、
便
宜
上
、
私
に
付
け
た
名
称
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
、
筆
者
は
「
勧
信
義
談
紗
」
を
浅
井
了
意
の
作
と
認
め
る
が
、
慶
安
二
年
に
成
立
す
る
か
否
か
に
つ
い

て
は
判
断
不
能
と
す
る
立
場
を
と
り
た
い
。

さ
て
、
以
上
の
作
業
に
よ
り
、
確
実
に
刊
行
を
目
的
と
し
て
著
さ
れ
た
仏
書
の
第
一
号
と
し
て
認
定
し
う
る
も
の
は
「
善
悪
因
果
経
直

解
』
に
他
な
ら
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
節
以
下
、
そ
の
前
提
の
上
に
報
告
を
進
め
た
い
。

（
３
）

に
再
三
考
証
す
る
如
く
で
あ
る
。

■■■■■■■
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２
、
【
正
大
１
号
本
】
大
正
大
学
付
属
図
書
館
（
二
七
九
’
九
三
’
一
～
六
）
大
本
六
巻
六
冊
（
揃
）

表
紙
標
色
原
表
紙
。
寸
法
二
六
・
八
×
一
八
・
八
掌
。

題
篭
「
仏
説
善
悪
因
果
経
直
解
二
（
五
・
六
）
」
（
一
・
三
・
四
は
欠
）
。
刷
・
原
題
祭
、
双
辺
、
表
紙
左
肩
。

内
題
「
仏
説
善
悪
因
果
経
直
解
巻
之
一
（
～
六
）
」
。

版
心
「
直
解
巻
之
一
（
～
六
こ
。
小
黒
口
、
上
下
花
魚
尾
。

匡
郭
四
周
双
辺
。
寸
法
二
○
・
七
五
×
一
六
・
○
掌
。

序
践
な
し
、

第
二
冊
に
「
三
」
を
貼
り
、
他
は
巻
・
冊
数
と
も
に
合
致
す
る
「
四
」
「
五
」
を
貼
る
。

内
題
「
仏
説
善
悪
因
果
経
直
解
巻
之
一
（
～
六
と
。

版
心
「
直
解
巻
之
一
（
～
六
と
。
小
黒
口
、
上
下
花
魚
尾
。

本
文
漢
文
、
付
訓
。
毎
半
葉
一
○
行
。

匡
郭
四
周
双
辺
。
寸
法
二
○
・
九
×
一
六
・
○
掌
。

序
賊
な
し
。
作
者
名
の
記
載
も
な
し
。

刊
記
「
寛
文
丁
未
初
春
吉
日
一
／
五
条
橋
通
扇
屋
町
丁
子
屋
／
西
村
九
郎
右
衛
門
開
板
」
。
双
辺
、
木
記
。

備
考
本
書
は
、
「
日
本
大
蔵
経
」
の
編
纂
に
際
し
て
蒐
め
ら
れ
た
一
連
の
資
料
群
に
含
ま
れ
る
一
本
で
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
に

お
い
て
は
件
の
群
落
を
「
日
蔵
本
」
と
称
す
る
。
請
求
記
号
の
内
の
「
既
刊
」
は
「
日
本
大
蔵
経
」
に
翻
刻
さ
れ
た
由
を
示
す
が
、

件
の
「
方
等
部
章
疏
」
六
に
所
収
の
「
善
悪
因
果
経
直
解
」
は
、
序
文
を
有
す
る
も
の
で
、
本
書
と
は
異
な
る
。
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浅井了意の仏書とその周辺（三）（和田）

４
、
【
谷
大
本
】
大
谷
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
（
余
大
一
二
六
）
大
本
六
巻
六
冊
（
揃
）

表
紙
標
原
色
表
紙
。
寸
法
二
六
・
六
・
×
一
八
・
七
掌
。

題
篭
「
仏
説
善
悪
因
果
経
直
解
二
（
～
五
）
」
（
一
・
六
は
欠
）
。
刷
、
原
題
篭
、
双
辺
、
表
紙
左
肩
。

３
、
【
正
大
２
号
本
】
大
正
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
（
三
七
九
’
一
五
三
’
一
～
五
）

表
紙
緤
色
原
表
紙
。
寸
法
二
六
・
九
×
一
八
・
七
掌
。

匡本版内
郭文心題

四漢弓司
周文直仏
双、解説
辺付巻善
･訓之悪
寸○一因
法毎へ果
二半1経
○葉五直
と解

八○．巻
×行小之
◎黒一
六口へ

、1
○上五

下ご
セン

チ

花。
○

魚巻
尾六
oは

欠
本
○

修
訂
・
刊
記
巻
六
欠
本
の
た
め
不
明
。

備
考
不
揃
本
で
は
あ
る
が
、
刷
り
は
良
好
。
匡
郭
の
丈
・
幅
と
も
に
正
大
１
号
本
に
準
ず
る
。

題
篭
欠
。

修
訂

刊
記

備
考

匡
郭
四
周
、

序
祓
な
し
。

巻
六
最
終
丁
に
「
仏
子
某
」
と
三
文
字
の
入
木
を
行
う
。
こ
れ
は
匿
名
で
作
者
名
を
示
す
も
の
。

「
寛
文
丁
未
初
春
吉
旦
／
五
条
橋
通
扇
屋
町
丁
子
屋
／
西
村
九
郎
右
衛
門
開
板
」
。
双
辺
、
木
記
。

豊
山
大
学
旧
蔵
本
。

大
本
五
巻
五
冊
（
巻
六
欠
本
）
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５
、
【
正
大
３
号
本
】
大
正
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
（
二
七
九
’
四
三
’
一
～
六
）

表
紙
緤
色
原
表
紙
。
寸
法
二
五
・
七
×
一
八
・
○
章
。

題
篭
「
仏
説
善
悪
因
果
経
直
解
一
（
～
六
こ
。
原
・
刷
題
篭
、
双
辺
、
表
紙
左
肩
。

内
題
「
仏
説
善
悪
因
果
経
直
解
巻
之
一
（
～
六
ご
。

版
心
「
直
解
巻
之
一
（
～
六
と
。
小
黒
口
、
上
下
花
魚
尾
。

本
文
漢
文
、
付
訓
。
毎
半
葉
一
○
行

匡
郭
四
周
双
辺
。
寸
法
二
○
・
八
×
一
五
・
九
掌
。

序
賊
原
序
賊
な
し
。
た
だ
し
別
本
の
奥
書
を
巻
末
に
挿
入
す
る
偽
造
本
（
備
考
の
欄
を
参
照
）
。

内
題

版
心

本
文

匡
郭

序
祓

修
訂

刊
記

序
賊
原
序
賊
な
し
。
た
だ
‐

修
訂
正
大
１
号
本
に
同
じ
。

刊
記
「
寛
文
丁
未
初
春
吉
旦
／
五
条
橋
通
扇
屋
町
丁
子
屋
／
西
村
九
郎
右
衛
門
開
板
」
。
双
辺
、
木
記
。

四漢司司
周文直仏
双、解説
辺付巻善
o訓之悪
寸◎一因
法毎／_、果
二半I経
○葉六直
と解

七○・巻
×行小之
十。黒一
五口へ

、1
九上六

下と
セン
チ

花。
○

魚
尾
○

正
大
１
号
本
に
同
じ
。

な
し
。

「
寛
文
丁
未
初
春
吉
旦
／
五
条
橋
通
扇
屋
町
丁
子
屋
／
西
村
九
郎
右
衛
門
開
板
」
。
双
辺
、
木
記
。大

本
六
巻
六
冊
（
揃
）
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浅井了意の仏書とその周辺（三）（和田）

備
考
本
書
に
は
刊
記
を
刻
す
る
最
終
丁
の
次
に
、
奥
書
だ
け
の
丁
が
三
丁
が
入
る
。
こ
れ
は
「
教
行
証
者
列
祖
相
承
之
要
」
に
は
じ
ま

り
「
明
徳
三
年
壬
申
五
月
十
六
日
桑
門
慈
観
」
で
終
わ
る
も
の
で
、
調
査
の
結
果
「
教
行
信
証
六
要
紗
』
の
奥
書
部
分
の
丁
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
「
教
行
信
証
六
要
紗
」
は
、
大
尾
の
尾
題
の
次
に
刊
記
が
入
り
、
巻
末
の
最
終
三
丁
分
が
奥
書
だ
け
の

丁
と
な
る
。
ゆ
え
に
、
本
書
に
添
え
ら
れ
る
も
の
は
、
全
く
関
係
の
な
い
書
物
の
奥
書
が
、
挿
入
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
一

般
的
に
、
表
紙
か
け
替
え
の
際
に
奥
付
の
つ
い
た
古
い
表
紙
を
用
い
る
と
、
こ
れ
に
類
似
の
事
態
が
起
こ
る
が
、
本
書
の
場
合
は

原
表
紙
を
使
用
す
る
の
だ
か
ら
、
何
者
の
所
為
で
あ
ろ
う
か
、
極
め
て
悪
意
に
満
ち
た
偽
造
本
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
浄
土
宗
図

書
館
旧
蔵
。

６
、
【
龍
大
本
｝
龍
谷
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
（
二
四
一
九
’
六
’
一
～
三
）

表
紙
後
補
標
色
表
紙
。
寸
法
二
五
・
八
・
×
一
八
・
豆
チ
。

題
篭
「
因
果
経
直
解
一
（
～
三
）
」
。
墨
書
、
後
補
題
策
、
無
辺
、
表
紙
左
肩
。

内
題
「
仏
説
善
悪
因
果
経
直
解
巻
之
一
（
～
六
）
」
。

版
心
「
直
解
巻
之
一
（
～
六
と
。
小
黒
口
、
上
下
花
魚
尾
。

本
文
漢
文
、
付
訓
。
毎
半
葉
一
○
行
。

匡
郭
四
周
双
辺
。
寸
法
二
○
・
八
×
十
六
・
○
掌
。

刊
記
修
訂
正
大
１
号
本
に
同
じ
。

序
賊
な
し
。

「
寛
文
丁
未
初
春
吉
旦
／
五
条
橋
通
扇
屋
町
丁
子
屋
／
西
村
九
郎
右
衛
門
開
板
」
。
双
辺
、
木
記
。

大
本
六
巻
三
冊
（
揃
）
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８
、
【
哲
学
堂
本
］
東
洋
大
学
付
属
館
所
蔵
哲
学
堂
文
庫
（
哲
、
お
・
七
・
左
・
一
四
）

表
紙
繧
色
原
表
紙
。
寸
法
二
七
・
一
・
×
一
九
・
二
チ
。

題
叢
「
仏
説
善
悪
因
果
経
直
解
一
（
～
六
と
。
原
・
刷
題
篭
、
双
辺
、
表
紙
左
肩
。

内
題
「
仏
説
善
悪
因
果
経
直
解
巻
之
一
（
～
六
と
。

７
、
【
正
大
４
号
本
】
大
正
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
（
二
七
九
’
四
二
’
一
～
六
）

表
紙
繧
色
原
表
紙
。
寸
法
二
六
・
五
・
×
一
八
・
六
葦
。

題
篭
「
仏
説
善
悪
因
果
経
直
解
一
（
～
六
）
」
。
原
・
刷
題
篭
、
双
辺
、
表
紙
左
肩
。

内
題
「
仏
説
善
悪
因
果
経
直
解
巻
之
一
（
～
六
と
。

版
心
「
直
解
巻
之
一
（
～
六
と
。
小
黒
口
、
上
下
花
魚
尾
。

本
文
漢
文
、
付
訓
。
毎
半
葉
一
○
行
。

匡
郭
四
周
双
辺
。
寸
法
二
○
・
六
五
×
十
五
・
九
五
章
。

修
訂
正
大
１
号
本
に
同
じ
。

刊
記
「
寛
文
丁
未
初
春
吉
旦
／
五
条
橋
通
扇
屋
町
丁
子
屋
／
西
村
九
郎
右
衛
門
開
板
」
。
双
辺
、
木
記
。

備
考
興
正
寺
旧
蔵
。
浄
士
宗
図
書
館
旧
蔵
。

匡
郭
四
周
而

序
賊
な
し
。

備
考
全
体
的
に
掠
れ
の
多
い
刷
り
の
悪
い
本
。
料
紙
は
以
上
の
谷
大
本
ま
で
と
は
異
な
り
漉
き
む
ら
の
多
い
や
や
粗
悪
な
料
紙
。

大
本
六
巻
六
冊
（
揃
）

大
本
六
巻
六
冊
（
揃
）
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浅井了意の仏書とその周辺（三）（和I+1)

さ
て
、
１
～
９
に
至
る
蹄

段
階
を
経
る
こ
と
に
な
る
。

９
、
【
近
代
以
後
の
活
字
翻
刻
本
】

「
日
本
大
蔵
経
」
方
等
部
章
疏
六
に
所
収
。
建
て
前
上
、
解
題
の
１
を
底
本
に
使
用
す
る
と
さ
れ
る
が
、
１
に
は
な
い
序
文
を
付
す
。

版
心
「
直
解
巻
之
一
（
～
六
こ
。
小
黒
口
、
上
下
花
魚
尾
。

本
文
漢
文
、
付
訓
。
毎
半
葉
一
○
行
。

匡
郭
四
周
双
辺
。
寸
法
二
○
・
八
×
十
五
・
八
葦
。

序
賊
巻
頭
に
序
文
一
丁
入
る
。
「
善
悪
因
果
経
直
解
叙
」
「
寛
文
六
年
酉
午
冬
十
月
中
群
洛
陽
本
性
寺
照
儀
坊
釈
了
意
叙
」
。
四
周
双

辺
、
寸
法
二
○
・
六
×
一
五
・
四
掌
。
半
葉
八
行
。

修
訂
正
大
１
号
本
に
同
じ
巻
末
の
「
仏
子
某
」
三
文
字
の
入
木
。
新
た
に
序
文
を
一
丁
入
れ
る
。

刊
記
「
寛
文
丁
未
初
春
吉
旦
／
五
条
橋
通
扇
屋
町
丁
子
屋
／
西
村
九
郎
右
衛
門
開
板
」
。
双
辺
、
木
記
。

Ａ
、
初
印
本

Ｂ
、
後
印
本
甲
本

Ｃ
、
Ｂ
の
後
印
本

Ｄ
、
後
印
本
乙
本

Ｅ
、
近
代
の
活
字
翻
刻
本

１
～
９
に
至
る
細
か
な
説
明
は
後
に
譲
り
、
以
上
の
解
題
を
整
理
す
る
と
、
「
善
悪
因
果
経
直
解
』
は
大
ま
か
に
は
、
次
の
五

作
者
名
の
記
載
な
し
。
↓
【
京
大
日
蔵
本
】

巻
末
に
作
者
を
示
す
「
仏
子
某
」
三
文
字
が
入
木
さ
れ
る
。
↓
【
正
大
１
号
本
】
【
谷
大
本
】

Ｂ
の
後
印
本
。
↓
【
正
大
３
．
４
号
本
】
【
龍
大
本
］

巻
頭
に
「
洛
陽
本
性
寺
照
儀
坊
釈
了
意
」
の
名
を
明
記
す
る
自
序
が
一
丁
入
る
。
↓
一
哲
学
堂
本
】

底
本
と
さ
れ
る
【
京
大
日
蔵
本
】
と
は
異
な
る
翻
刻
本
文
。
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さ
て
、
以
上
Ａ
～
Ｅ
の
五
段
階
に
整
理
し
た
理
由
を
次
に
述
べ
た
い
。
就
中
、
版
本
の
印
次
を
決
定
づ
け
る
材
料
は
、
匡
郭
の
寸
法
、

刷
の
状
態
・
料
紙
の
相
違
・
原
表
紙
の
諸
相
・
識
語
な
ど
、
数
々
の
状
態
を
適
宜
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
概
ね
匡
郭
の
寸
法

が
直
裁
な
説
得
力
を
も
つ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
書
の
場
合
、
匡
郭
の
寸
法
が
あ
ま
り
に
も
区
々
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
指
針
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
か
つ
て
筆

者
が
勤
務
先
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
申
し
述
べ
る
如
く
、
匡
郭
の
正
確
な
太
さ
や
細
部
の
形
状
は
、
そ
の
時
々
の
墨
の
付
き
具
合
な
ど
で
、

（
５
）

微
妙
に
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
こ
に
挙
げ
る
解
題
の
２
～
４
の
如
く
、
あ
る
程
度
印
次
が
接
近
し
た
も
の
の
場
合
、
な

か
な
か
決
定
的
な
判
断
の
材
料
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
他
に
徴
証
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
幸
運
な
こ
と
に
、
本
書
に
は
最
初
か
ら
二
行
分
の
入
木
を
し
た
部
分
が
存
在
す
る
。

こ
れ
ま
た
先
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
写
真
入
り
で
紹
介
す
る
如
く
、
入
木
と
い
う
も
の
は
、
た
と
え
同
じ
材
質
の
木
材
を
使
っ
た
に
し
て
も
、

も
と
も
と
の
版
木
と
後
か
ら
入
れ
た
木
片
と
で
は
、
水
や
墨
を
掃
か
れ
た
分
量
も
何
も
か
も
条
件
が
違
う
の
だ
か
ら
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
、
収
縮
率
を
異
に
し
、
結
果
と
し
て
後
印
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
隙
間
は
大
き
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
図
版
を
参
考
と
し
つ
つ
、
具
体
を
以
て
再
度
述
べ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
図
版
１
の
京
大
日
蔵
本
の
巻
末
に
は
、
本
文
・
尾
題
・

刊
記
の
ほ
か
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
図
版
２
の
正
大
１
号
本
に
は
、
新
た
に
「
仏
子
某
」
の
三
文
字
が
見
え
る
。
こ

れ
は
他
の
文
字
と
墨
の
付
き
具
合
が
違
う
の
で
入
木
で
あ
る
。

両
者
が
別
版
で
な
い
証
拠
に
は
、
京
大
日
蔵
本
（
図
版
３
）
・
正
大
１
号
本
（
図
版
４
）
と
も
に
、
本
文
の
同
じ
箇
所
に
二
行
分
の
入

木
が
存
在
す
る
の
で
、
明
ら
か
に
同
版
で
あ
る
。
ま
た
、
匡
郭
の
段
差
を
見
る
と
、
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
の
で
、
さ
ほ
ど
の
時
間
が

経
過
し
て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
を
次
印
本
と
呼
ぶ
の
は
や
め
、
な
お
慎
重
を
期
し
て
、
後
印
本
の
甲
本
と
呼
ん
だ
次
第

で
あ
る
。
な
お
、
図
版
は
省
略
し
た
が
、
谷
大
本
は
、
正
大
１
号
本
と
ほ
ぼ
等
し
き
状
況
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
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浅井了意の仏書とその周辺（三）（和田）

生
じ
て
く
る
。

第
二
に
は
、

ま
ず
一
つ
に
は
、
了
意
の
著
述
作
業
の
範
囲
の
問
題
で
あ
る
。
実
を
い
う
と
、
了
意
の
著
作
に
は
も
う
一
つ
、
こ
れ
と
似
た
ケ
ー
ス
が

存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
将
軍
記
」
で
あ
る
。
件
の
書
物
に
も
、
や
は
り
自
序
を
付
す
も
の
と
、
そ
れ
の
無
い
伝
本
の
双
方
が
存

（
６
）

在
す
る
と
い
う
。
筆
者
は
「
将
軍
記
」
の
自
序
の
あ
る
伝
本
の
存
在
を
聞
く
の
み
で
、
実
際
に
触
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
一
切
の
判
断

は
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
「
将
軍
記
』
の
性
格
を
考
え
る
な
ら
ば
、
了
意
の
仕
事
の
範
嶬
に
、
名
前
を
出
し
て
も
ら
え
な
い
、

和
語
に
書
き
な
お
し
て
若
干
の
補
筆
を
行
う
、
一
種
の
翻
訳
・
校
訂
者
的
な
、
匿
名
の
裏
方
と
し
て
の
仕
事
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が

こ
れ
ら
に
対
し
、
図
版
５
の
正
大
４
号
本
・
図
版
６
の
哲
学
堂
本
を
見
る
と
、
明
ら
か
に
隙
間
が
す
っ
ぽ
り
と
開
き
、
周
辺
の
刷
り
も

ず
い
ぶ
ん
と
掠
れ
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
こ
と
は
明
々
白
々
。
そ
し
て
、
図
版
７
に
示
す
序
文
は
、
入
木
の
痕
が
く
っ
き
り
と
す
る
後
印

本
の
一
つ
で
あ
る
哲
学
堂
本
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
了
意
の
仏
書
に
お
け
る
刊
行
第
一
作
『
善
悪
因
果
経
直
解
」
は
、
ま
ず
初
め
に
作
者
名
も
何
も
な
い
誰
が
書
い
た
の
か
わ

か
ら
な
い
状
態
で
刊
行
さ
れ
、
次
の
段
階
に
入
っ
て
も
な
お
匿
名
の
「
仏
子
某
」
と
記
さ
れ
る
に
止
ま
り
、
そ
の
次
に
な
っ
て
漸
く
了
意

の
自
序
が
挿
入
さ
れ
る
、
と
い
う
順
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ブ
（
》
○

さ
て
、
前
節
の
「
善
悪
因
果
経
直
解
』
の
五
段
階
（
整
版
本
で
は
四
段
階
）
の
変
遷
過
程
か
ら
、
二
つ
の
問
題
が
浮
上
す
る
こ
と
に
な

四
、

寛
文
六
～
七
年
に
か
け
て
、
仮
名
草
子
か
ら
通
俗
仏
書
に
移
行
せ
ん
と
す
る
浅
井
了
意
そ
の
人
に
、
仏
書
作
家
と
し
て
用
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意
さ
れ
た
立
場
、
待
遇
と
、
そ
こ
に
立
つ
に
際
し
て
の
作
家
の
新
た
な
る
決
意
が
問
題
と
な
る
。

概
ね
仏
書
の
注
釈
は
、
作
者
名
を
記
す
の
が
通
例
で
、
単
純
に
平
仮
名
に
直
し
た
も
の
や
、
は
た
ま
た
絵
本
や
往
来
物
に
準
ず
る
ほ
ど

通
俗
化
し
た
書
物
と
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
極
端
な
場
合
、
そ
の
内
容
如
何
に
よ
っ
て
、
宗
の
正
統
と
異
端
と
に
分
か
た
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
署
名
の
持
つ
重
要
性
は
、
趣
味
性
一
辺
倒
の
平
仮
名
文
芸
の
世
界
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

こ
と
に
有
名
な
仏
書
の
場
合
、
そ
の
通
行
書
名
に
注
釈
者
の
号
や
、
法
流
の
名
称
を
使
用
す
る
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
了
慧

の
「
無
量
寿
経
紗
」
が
顕
著
な
例
で
、
そ
の
原
題
篭
を
「
望
西
楼
」
と
す
る
も
の
が
存
在
す
る
。
ま
た
同
一
書
名
で
二
種
類
の
本
が
存
在

す
る
「
浄
土
宗
要
集
」
は
、
鎌
倉
の
然
阿
記
主
禅
師
こ
と
良
忠
の
著
す
も
の
を
「
鎌
倉
宗
要
」
と
呼
び
、
鎮
西
上
人
こ
と
弁
長
の
著
す
も

の
を
「
鎮
西
宗
要
」
と
、
二
つ
に
呼
び
わ
け
る
便
宜
が
慣
例
化
し
て
い
る
。
「
善
悪
因
果
経
直
解
」
は
「
因
果
経
」
の
単
純
な
和
解
本
で

な
く
、
内
容
は
と
も
か
く
様
式
の
上
で
は
、
当
代
の
学
侶
の
著
す
注
釈
書
に
比
肩
す
べ
き
体
裁
で
あ
る
か
ら
、
「
将
軍
記
」
と
は
全
く
次

元
の
異
な
る
書
物
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
も
す
れ
ば
了
意
の
通
俗
仏
書
は
、
仮
名
草
子
作
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
男
が
、
寺
族
「
お
寺
の
子
」
と
し
て
生
を
う
け
た
宿
命
に
従

っ
て
、
余
生
の
閑
居
に
記
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
書
誌
の
示
す
実
態
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
作
者
名
の
な
い
初
印
本
の
存
在
は
、
寛
文
六
～
七
年
に
か
け
て
、
浅
井
了
意
が
本
性
寺
照
儀
坊
釈
了
意
と
名
の
る
第
二
の

人
生
に
向
け
て
、
名
前
の
出
な
い
一
無
名
作
家
の
立
場
に
戻
り
、
ゼ
ロ
か
ら
の
再
出
発
に
踏
切
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、『

善
悪
因
果
経
直
解
」
の
初
印
本
に
了
意
の
名
が
記
さ
れ
な
い
理
由
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
丁
子
屋
西
村
九
郎
右
衛
門
の
持
つ
あ
る
種
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１
、
寛
文
十
年
刊
耐
書
籍
目
録
」
作
者
名
な
し
。

２
、
寛
文
十
一
年
刊
凧
書
籍
目
録
」
作
者
名
な
し
。

３
、
延
宝
三
年
刊
刷
書
籍
題
林
」
「
松
雲
」
と
記
載
す
る
。

４
、
元
禄
五
年
刊
恩
書
籍
目
録
」
「
松
雲
」
と
記
載
す
る
。
（
以
上
は
菫
口
悪
因
果
経
直
解
」
の
項
）
。

了
意
の
仏
書
に
お
け
る
署
名
は
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
「
洛
之
本
性
寺
昭
儀
坊
釈
了
意
」
（
「
仏
説
十
王
経
直
談
」
の
序
末
）
と
す

る
が
、
「
松
雲
」
は
、
も
と
よ
り
了
意
が
仮
名
草
子
「
伽
蝉
子
』
や
古
典
注
釈
「
伊
勢
物
語
杼
海
」
に
も
明
記
す
る
「
松
雲
処
士
」
な
る

る
の
も
、
か
か
る
人
生
（

か
ら
眺
め
て
い
き
た
い
。

の
権
威
性
と
、
そ
れ
と
正
反
対
の
了
意
の
出
自
に
要
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
丁
子
屋
西
村
は
、
後
に
真
宗
大
谷
派
の
本
山
御

学
寮
御
用
書
林
と
な
る
一
流
の
書
騨
で
、
創
業
は
寛
永
年
間
に
も
遡
り
得
る
。
聖
教
を
は
じ
め
、
東
西
両
派
に
所
属
す
る
歴
と
し
た
学
僧

の
著
作
を
出
版
す
る
学
術
的
性
格
の
故
に
、
当
然
な
が
ら
八
藤
金
紋
・
雲
牡
丹
の
人
々
に
膝
を
つ
め
て
奉
仕
す
る
、
本
山
の
取
り
巻
き
業

者
的
な
性
格
を
も
具
備
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
浅
井
了
意
は
、
先
学
の
伝
記
研
究
に
究
明
さ
れ
る
如
く
、
か
つ
て
本
山
の
厳
罰
を
受
け
て
自
坊
を
追
わ
れ
た
者
の
息
子

（
７
）

で
あ
っ
た
。
た
と
え
文
筆
業
と
は
い
え
、
手
が
け
る
と
こ
ろ
は
絵
入
の
草
子
に
す
ぎ
ず
、
法
名
に
冠
す
る
「
本
性
寺
」
は
、
日
本
の
ど
こ

に
も
存
在
し
な
い
、
名
ば
か
り
の
紙
寺
号
に
す
ぎ
な
い
。
斯
様
な
男
に
対
し
て
、
丁
子
屋
は
名
前
を
出
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
定
が
成
り
立
ち
得
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
推
定
年
齢
五
四
歳
か
ら
、
人
生
の
再
出
発
に
踏
切
っ
た
了
意
の
至
る
と
こ
ろ
は
、
衆
知
の
ご
と
く
、
明
治
の
世
に
な
お
も

そ
の
名
の
と
ど
ろ
く
、
通
俗
説
教
本
の
大
家
と
し
て
の
名
声
の
獲
得
で
あ
っ
た
。
「
善
悪
因
果
経
直
解
」
の
後
印
本
に
序
文
が
挿
入
さ
れ

る
の
も
、
か
か
る
人
生
の
軌
跡
と
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。
以
下
、
序
文
が
挿
入
さ
れ
る
契
機
を
考
え
る
た
め
、
書
林
書
籍
目
録
の
作
者
付
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し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
程
に
単
純
で
は
な
い
。
実
を
い
う
と
、
寛
文
十
年
書
籍
目
録
は
珍
妙
な
こ
と
に
、
『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
の
作
者

付
に
は
、
き
ち
ん
と
「
本
性
寺
松
雲
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
無
量
寿
経
鼓
吹
」
（
一
↓
干
誉
》
千
冊
）
は
、
「
善
悪
因
果
経
直
解
』
と
同
じ

丁
子
屋
西
村
九
郎
右
衛
門
か
ら
刊
行
さ
れ
、
世
に
い
う
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
の
内
の
一
つ
と
し
て
、
寛
文
八
年
刊
の
「
阿
弥
陀
経
鼓
吹
」

（
十
八
巻
十
八
冊
）
に
次
い
で
、
同
十
年
に
刊
行
を
み
た
書
物
で
あ
る
。
三
部
の
全
て
が
完
成
す
る
の
は
、
「
観
無
量
寿
経
鼓
吹
」
（
一
一
千
巻
一
一
千
世

刊
行
の
延
宝
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
の
内
、
了
意
の
名
を
記
す
の
は
、
最
終
の
「
観
無
量
寿
経
鼓
吹
」
の
巻
末
に

付
す
自
賊
「
三
部
鼓
吹
ノ
序
引
」
の
み
で
、
他
の
ど
こ
に
も
了
意
の
作
な
り
と
の
明
記
は
な
い
。

ゆ
え
に
、
寛
文
十
年
書
籍
目
録
の
時
点
で
は
、
「
無
量
寿
経
鼓
吹
」
も
ま
た
「
善
悪
因
果
経
直
解
」
と
同
じ
く
、
書
物
の
記
載
事
項
か

ら
作
者
名
を
拾
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
ま
た
、
北
条
秀
雄
氏
は
、
了
意
自
身
が
本
山
の
紙
寺
号
許
可
を
待
た
ず
に
件
の
寺

号
を
「
非
公
式
に
使
い
、
照
儀
坊
或
い
は
昭
儀
坊
と
い
う
坊
号
さ
え
も
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
が
、
今
問
題
と
す
る

書
林
書
籍
目
録
の
場
合
は
、
第
三
者
の
作
成
に
な
る
書
籍
商
用
の
目
録
で
あ
る
か
ら
、
本
人
の
意
志
を
離
れ
た
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
る
。

す
る
と
、
了
意
の
名
前
を
出
す
か
否
か
の
決
定
権
は
、
他
な
ら
ぬ
西
村
九
郎
右
衛
門
が
握
っ
て
い
た
、
と
の
予
測
を
立
て
る
ほ
か
、
理

解
の
方
法
は
な
く
な
る
。
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
は
初
印
の
段
階
で
、
了
意
の
自
賊
を
付
し
、
し
か
も
寛
文
十
年
の
書
籍
目
録
の
段
階
で

も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
問
串

号
で
あ
る
か
ら
、
書
籍
商
の
目
録
上
に
お
い
て
は
、
了
意
そ
の
人
を
示
す
こ
と
に
何
ら
問
題
は
な
い
。

さ
て
、
右
の
一
覧
で
は
、
延
宝
三
年
か
ら
記
載
に
変
化
が
生
じ
て
く
る
。
こ
こ
で
、
了
意
の
伝
記
研
究
に
即
す
る
な
ら
ば
、
延
宝
三
年

は
、
確
か
に
注
意
を
要
す
る
特
別
な
年
と
符
号
す
る
。
北
条
秀
雄
氏
の
ご
指
摘
に
明
ら
か
で
あ
る
如
く
、
東
本
願
寺
の
「
申
物
帳
」
（
大
谷

大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
・
粟
吃
ｌ
釧
中
、
粟
李
翌
の
、
延
宝
三
年
の
条
に
「
本
性
寺
」
の
紙
寺
号
が
東
本
願
寺
よ
り
正
式
に
許
可
さ
れ
、
「
先
年
帰
参
」

（
８
）

が
叶
っ
て
い
た
由
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
事
実
だ
け
に
即
す
る
な
ら
ば
、
「
帰
参
」
の
成
就
と
紙
寺
号
許
可
の
目
途
が
立
っ
た
故
の
変
化
と
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ゆ
え
に
、
如
上
の
問
題
は
、
本
山
が
許
可
し
た
か
否
か
に
有
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
程
度
仕
事
が
で
き
る
の
か
否
か
、
本
屋
の
評
価
に

問
題
の
核
心
が
存
す
る
、
と
考
え
る
他
あ
る
ま
い
。

そ
こ
で
、
当
時
の
仏
書
の
出
版
状
況
を
眺
め
る
と
、
「
阿
弥
陀
経
鼓
吹
」
の
刊
行
さ
れ
る
寛
文
八
年
前
後
で
、
当
代
の
真
宗
の
僧
侶
で
、

派
を
問
わ
ず
、
身
分
の
高
下
を
問
わ
ず
、
と
も
か
く
「
浄
土
三
部
経
」
す
べ
て
に
注
釈
を
つ
け
、
か
つ
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
に
匹
敵
す

る
紙
数
を
著
し
た
人
物
は
皆
無
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
派
の
枠
を
払
っ
て
、
天
台
宗
、
浄
土
宗
に
も
、
近
出
前
期
の
僧
侶
で
こ
れ
を
行
っ
た

人
物
は
見
出
し
得
な
い
。
ど
れ
も
こ
れ
も
、
分
量
的
に
は
皆
々
せ
こ
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
期
の
浄
士
宗
の
仏
書
は
、

こ
う
し
た
大
部
な
注
釈
よ
り
、
声
明
や
表
白
、
諸
々
の
作
法
の
方
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
た
感
も
拭
え
な
い
状
況
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
書
名
の
面
に
お
い
て
「
直
解
」
の
二
文
字
は
、
す
で
に
仏
書
の
領
域
で
は
先
例
の
あ
る
、
ご
く
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
に
過

（
９
）

（
皿
）

ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
方
の
「
鼓
吹
」
の
二
文
字
は
、
旧
稿
に
述
べ
る
如
く
、
了
意
の
創
意
に
な
る
全
く
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

す
る
と
、
自
ず
と
「
善
悪
因
果
経
直
解
』
が
、
後
印
本
の
段
階
で
序
文
の
挿
入
さ
れ
る
こ
と
や
、
延
宝
三
年
の
書
籍
目
録
に
な
っ
て

「
松
雲
」
と
記
さ
れ
る
謎
は
、
氷
解
す
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
刊
行
第
一
号
で
、
ネ
タ
と
し
て
は
了
意
が
最
も
得
意
と
す
る
善
悪
因
果
の
世
界
を
、
新
た
な
漢
文
と
い
う
表
現
に
乗
せ
て

（
ｕ
）

は
み
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
、
名
だ
た
る
学
僧
や
宗
門
の
要
人
の
書
物
を
刊
行
す
る
丁
子
屋
西
村
で
は
、
名
前
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ず
、
誰
も
や
ら
な
い
、
言
っ
て
み
れ
ば
量
で
勝
負
の
大
仕
事
を
行
い
、
そ
れ
に
ど
う
や
ら
完
成
の
目
途
が
た
っ
て
、
初
め
て
「
本
性

寺
昭
儀
坊
釈
了
意
」
は
、
著
作
に
名
前
を
出
し
て
も
ら
え
る
、
通
俗
仏
書
の
作
家
と
な
り
え
た
、
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
を
、
「
善
悪

因
果
経
直
解
』
の
み
の
問
題
に
視
点
を
移
す
な
ら
ば
、
序
文
が
挿
入
さ
れ
る
の
は
、
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
の
完
成
以
後
と
想
定
さ
れ
る

問
に
登
場
し
た
こ
と
に
な
る
。

「
本
性
寺
」
な
る
寺
号
が
出
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
の
完
成
す
る
目
途
が
立
っ
て
、
初
め
て
本
性
寺
釈
了
意
の
名
が
世
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も
の
と
考
え
る
。

以
上
に
見
た
「
善
悪
因
果
経
直
解
」
の
伝
本
の
示
す
諸
事
情
は
、
寛
文
七
年
よ
り
、
浅
井
了
意
は
こ
れ
ま
で
心
血
を
注
ぎ
続
け
て
獲
得

し
た
「
松
雲
処
士
」
の
名
声
に
安
住
す
る
こ
と
な
く
、
新
た
に
「
本
性
寺
釈
了
意
」
と
名
の
る
第
二
の
人
生
に
向
け
て
、
無
名
・
匿
名
の

仏
書
作
家
と
い
う
、
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
再
出
発
せ
ん
と
し
た
決
意
の
程
が
如
実
に
看
取
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

一
補
註
｝

（
１
）
北
条
秀
雄
氏
は
「
新
修
浅
井
了
意
」
に
、
「
確
実
に
了
意
の
作
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
（
通
俗
仏
書
）
を
十
三
作
と
す
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
に
対
し

て
、
現
在
十
五
作
と
認
定
す
る
。
新
し
く
加
え
た
書
目
の
下
に
●
を
付
し
た
。

①
「
善
悪
因
果
経
直
解
」
●
②
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
③
「
孟
蘭
盆
経
疏
新
記
直
講
」
④
「
大
原
談
義
句
解
』
⑤
「
聖
徳
太
子
伝
暦
備
考
」

⑥
「
往
生
拾
因
直
談
』
⑦
「
仏
説
十
王
経
直
談
」
⑧
「
法
林
樵
談
」
⑨
「
勧
信
念
仏
集
」
⑩
「
父
母
恩
重
経
話
談
抄
」

⑪
「
願
々
紗
註
解
」
⑫
「
法
語
鼓
吹
」
⑬
「
蓬
戸
筆
縦
紗
」
⑭
「
愚
迷
発
心
集
直
談
」
●
⑮
「
勧
信
義
談
紗
」

（
２
）
岩
波
「
国
書
総
目
録
」
登
載
の
も
の
は
、
大
谷
大
学
付
属
図
書
館
・
龍
谷
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
本
の
二
本
で
あ
る
。
な
お
、
加
～
剛
ペ
ー
ジ
の

図
版
に
掲
げ
る
筆
者
架
蔵
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
紙
繧
色
原
表
紙
。
寸
法
二
六
・
一
×
一
七
・
四
掌
。

題
篭
「
勧
信
義
談
紗
上
本
（
上
末
・
中
本
・
中
末
・
下
本
匡
（
第
四
冊
「
下
本
」
は
欠
）
。
原
・
刷
題
篭
、
双
辺
、
表
紙
左
肩
。

内
題
「
勧
信
義
談
紗
巻
之
上
本
（
～
下
末
と
。

版
心
「
勧
信
義
談
紗
序
（
目
録
・
巻
之
上
本
～
下
末
）
（
丁
付
こ
。
白
口
、
単
黒
魚
尾
。

匡
郭
四
周
単
辺
。
寸
法
一
九
・
七
×
一
岡
・
六
掌
。

序
賊
序
文
、
巻
頭
に
二
丁
入
る
。
四
周
単
辺
、
有
界
七
行
。
「
勧
信
義
談
紗
序
」
「
宝
暦
十
年
庚
辰
冬
十
一
月
／
平
安
淳
風
枳
椴
巷
遊
絲
山
人
謹
題
」
。

刊
記
「
宝
暦
十
一
辛
巳
歳
二
月
／
平
安
書
林
寺
町
通
三
条
上
二
丁
目
芳
野
屋
八
郎
兵
衛
梓
」
。

備
考
八
夫
村
正
源
寺
旧
蔵
。
京
都
市
の
谷
書
店
よ
り
購
入
。
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（
３
）
拙
稿
弓
伽
脾
子
」
考
ｌ
序
文
釈
義
ｌ
」
（
高
田
衛
編
「
見
え
な
い
壯
界
の
文
学
誌
」
に
所
収
・
一
九
九
四
年
ぺ
り
か
ん
社
発
行
）
。

（
４
）
「
伽
卿
子
」
は
平
凡
社
発
行
東
洋
文
庫
本
（
江
本
裕
氏
校
訂
）
を
使
用
す
る
。
た
だ
し
、
比
較
の
便
宜
の
た
め
私
に
段
落
を
設
け
た
。
ま
た
、
「
勧

信
義
談
紗
」
は
本
稿
に
紹
介
の
架
蔵
本
を
使
用
す
る
が
、
句
読
点
を
私
に
改
変
し
た
。

（
５
）
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
－
本
の
は
な
し
ｌ
近
世
初
期
版
本
の
刊
記
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
調
査
研
究
報
告
」
第
十
九
号
・
平
成
十
年
発
行
）
。

（
６
）
江
本
裕
先
生
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
７
）
野
間
光
辰
氏
「
了
意
追
跡
」
（
北
条
秀
雄
著
屈
細
浅
井
了
意
」
昭
和
四
十
七
年
・
笠
間
書
院
発
行
）
。

（
８
）
北
条
秀
雄
氏
「
新
修
浅
井
了
意
」
（
昭
和
四
十
九
年
・
笠
間
書
院
発
行
）
、
お
よ
び
（
８
）
の
同
氏
愚
銅
浅
井
了
意
」
。

（
９
）
た
と
え
ば
「
般
若
心
経
注
解
」
（
円
耳
注
・
慶
長
十
一
年
賊
）
な
ど
。

（
Ⅲ
）
拙
稿
「
浅
井
了
意
の
仏
書
と
そ
の
周
辺
（
二
）
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
第
二
十
四
号
・
平
成
十
年
発
行
）
。

（
Ⅱ
）
拙
稿
ヨ
堪
忍
記
」
の
性
格
」
（
「
近
世
文
華
二
五
十
五
号
）
に
、
「
善
悪
因
果
経
直
解
」
に
収
め
る
中
国
怪
異
談
が
、
了
意
作
の
仮
名
草
子
、
こ
と

筆
者
は
、
科
学
研
究
補
助
金
を
受
け
る
共
同
研
究
「
Ⅳ
世
紀
日
本
に
お
け
る
中
国
・
韓
国
の
漢
籍
受
容
の
分
析
並
び
に
総
合
的
研
究
」
に
研
究
分
担
者

と
し
て
参
加
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
当
該
研
究
［
科
学
研
究
費
補
助
金
「
基
盤
研
究
Ａ
（
１
）
１
１
３
０
１
０
１
５
］
の

恩
恵
を
受
け
ま
し
た
。
な
お
、
本
稿
に
発
表
す
る
内
容
は
、
研
究
会
の
総
意
で
な
く
、
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
を
申
し
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
合

わ
せ
て
明
記
い
た
し
ま
す
。

に
「
堪
詞

で
及
ぶ
。

野
間
光
辰
氏
「
了
意
追
跡
」
（
北
条
秀
雄
著
屈
細
浅
井
了
意
」
昭
和
四
十
七
年
・
笠
間
書
院
発
行
）
・

北
条
秀
雄
氏
「
新
修
浅
井
了
意
」
（
昭
和
四
十
九
年
・
笠
間
書
院
発
行
）
、
お
よ
び
（
８
）
の
同
氏
愚
銅
浅
井
了
意
」
。

た
と
え
ば
「
般
若
心
経
注
解
」
（
円
耳
注
・
慶
長
十
一
年
賊
）
な
ど
。

拙
稿
「
浅
井
了
意
の
仏
書
と
そ
の
周
辺
（
二
）
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
第
二
十
四
号
・
平
成
十
年
発
行
）
。

拙
稿
「
「
堪
忍
記
」
の
性
格
」
（
「
近
世
文
藝
』
五
十
五
号
）
に
、
「
善
悪
因
果
経
直
解
」
に
収
め
る
中
国
怪
異
談
が
、
了
意
作
の
仮
名
草
子
、
こ
と

卜
「
堪
忍
記
」
と
多
く
一
致
す
る
こ
と
を
一
覧
に
し
た
。
ま
た
、
『
堪
忍
記
」
と
の
一
致
は
一
話
ご
と
の
一
致
の
み
な
ら
ず
、
話
の
組
合
わ
せ
に
ま
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